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日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

二
二
二

1
．
始
め
に

薬
物
犯
罪
は
、
薬
物
の
種
類
に
よ
っ
て
そ
の
薬
理
効
果
に
若
干
の
差
は
あ
っ
て
も
、
乱
用
に
よ
り
本
人
の
心
身
が
蝕
ま
れ
る
だ
け
で
な

く
、
薬
理
作
用
に
よ
っ
て
異
常
な
行
動
に
出
た
り
、
中
毒
性
精
神
障
害
に
よ
り
殺
人
・
傷
害
等
の
凶
暴
な
犯
罪
を
犯
し
た
り
、
薬
物
を
入

手
す
る
た
め
に
家
族
や
第
三
者
か
ら
金
員
を
得
る
た
め
窃
盗
等
の
犯
罪
を
犯
す
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
戦
後
一
貫
し
て
社
会
の
安

全
や
安
心
確
保
の
観
点
か
ら
、
薬
物
の
供
給
を
絶
つ
た
め
の
取
り
組
み
と
薬
物
使
用
者
の
再
犯
化
防
止
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
て
い
る
（
1
）

。

し
か
し
な
が
ら
、
早
期
に
必
要
な
処
置
を
執
ら
な
い
限
り
、
一
旦
使
用
し
始
め
る
と
、
そ
の
薬
理
作
用
と
依
存
性
、
と
り
わ
け
精
神
的

依
存
性
の
高
い
薬
物
の
場
合
に
は
常
用
に
至
る
リ
ス
ク
が
高
く
、
矯
正
処
遇
に
伴
い
薬
物
の
供
給
が
遮
断
さ
れ
、
そ
の
間
に
認
知
行
動
療

法
を
基
本
と
し
た
処
遇
が
実
地
さ
れ
て
も
改
善
が
困
難
で
、
再
犯
率
の
高
い
犯
罪
と
さ
れ
て
き
た
。

そ
こ
で
、
薬
物
犯
罪
者
に
対
し
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
再
犯
防
止
施
策
の
課
題
を
分
析
・
検
討
し
、
初
期
対
応
に
よ
る
再
犯
防
止
を
含

め
、
若
干
の
提
言
を
行
い
た
い
。

2
．
現
状

1
）
薬
物
の
薬
理
作
用

先
ず
最
初
に
、
本
稿
で
薬
物
犯
罪
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
薬
物
の
薬
理
作
用
を
中
枢
作
用
と
依
存
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

薬
理
作
用
と
し
て
は
「
興
奮
作
用
」「
幻
覚
作
用
」「
抑
制
作
用
」
の
三
点
、
依
存
性
の
観
点
か
ら
は
、「
精
神
的
依
存
」「
身
体
的
依

（
五
九
〇
）



薬
物
犯
罪
者
に
対
す
る
再
犯
防
止
策
の
課
題
に
つ
い
て
（
尾
田
）

二
二
三

存
」
の
二
点
で
分
類
し
た
の
が
次
の
表
1
で
あ
る
。
覚
せ
い
剤
取
締
法
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
覚
醒
剤
・
メ
タ
フ
ェ
タ
ミ
ン
・
ア
ン
フ
ェ
タ
ミ
ン
で
、
中
枢
作
用
と
し
て
は

「
興
奮
作
用
」「
幻
覚
作
用
」
が
、
依
存
性
に
つ
い
て
は
「
精
神
的
依
存
」
が
極
め
て
高
く
、

「
身
体
的
依
存
」
は
な
い
。
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

コ
カ
イ
ン
・
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
・
Ｌ
Ｓ
Ｄ
・
マ
ジ
ッ
ク
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
・
ヘ
ロ
イ
ン
・
モ
ル
ヒ

ネ
で
、
コ
カ
イ
ン
・
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
は
覚
醒
剤
と
同
様
に
中
枢
作
用
と
し
て
は
「
興
奮
作
用
」

「
幻
覚
作
用
」
が
、
依
存
性
に
つ
い
て
は
「
精
神
的
依
存
」
が
極
め
て
高
く
、「
身
体
的
依

存
」
は
な
い
。
大
麻
取
締
法
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
大
麻
・
大
麻
樹
脂
（
ハ
ッ
シ

シ
）
で
、
中
枢
作
用
と
し
て
は
「
幻
覚
作
用
」「
抑
制
作
用
」
が
、
依
存
性
に
つ
い
て
は

「
精
神
的
依
存
」
が
見
ら
れ
る
が
「
身
体
的
依
存
」
に
関
し
て
は
比
較
的
弱
い
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
あ
へ
ん
法
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
ア
ヘ
ン
で
中
枢
作
用
と
し
て
は

「
抑
制
作
用
」
が
、
依
存
性
に
つ
い
て
は
「
精
神
的
依
存
」「
身
体
的
依
存
」
も
極
め
て
高

い
。「
興
奮
作
用
」
と
「
幻
覚
作
用
」
の
両
方
が
あ
り
、
依
存
性
の
高
い
も
の
が
、
ハ
ー

ド
ド
ラ
ッ
グ
と
し
て
リ
ス
ク
が
大
き
く
、
こ
の
薬
物
の
常
用
者
に
よ
る
一
般
刑
法
犯
等
重

大
な
犯
罪
に
繋
が
る
傾
向
も
見
ら
れ
る
。
大
麻
は
、
ソ
フ
ト
ド
ラ
ッ
グ
と
さ
れ
、
例
え
ば

オ
ラ
ン
ダ
等
（
2
）

で
は
非
犯
罪
化
さ
れ
て
い
る
。
勿
論
、
わ
が
国
で
は
い
ず
れ
の
薬
物
に
つ
い

て
も
非
犯
罪
化
は
さ
れ
て
い
な
い
。

表 1　乱用薬物の種類と作用

興奮作用 幻覚作用 抑制作用 精神的依存 身体的依存 精神毒性

覚 醒 剤 〇 〇 ＋＋＋ ＋＋＋

コ カ イ ン 〇 〇 ＋＋＋ ＋＋＋

M D M A 〇 〇 ＋＋＋ ＋＋＋

L S D 〇 ＋＋＋ ＋＋＋

マジックマッシュルーム 〇 ＋＋＋ ＋＋＋

ヘロイン・モルヒネ 〇 ＋＋＋ ＋＋＋ ＋

大 麻 〇 〇 ＋ ±

ア ヘ ン 〇 ＋＋＋ ＋＋＋ ＋

※ http://www8.cao.go.jp/youth/kenkyu/h19-2html/3_2_3.html を参考に、筆者が作成

（
五
九
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

二
二
四

薬
物
依
存
は
、
精
神
依
存
と
身
体
依
存
の
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
、
依

存
性
薬
物
に
共
通
し
た
特
徴
と
し
て
は
、
精
神
的
依
存
が
形
成
さ
れ
る
点
で
あ

り
、
例
え
ば
、
覚
せ
い
剤
は
強
い
精
神
的
依
存
性
を
有
す
る
た
め
、
乱
用
者
は

連
用
に
陥
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
、
耐
性
（
3
）

が
生
じ
や
す
い
た
め
、
連
用
し
た
場

合
に
は
摂
取
量
が
急
激
に
増
加
し
て
、
慢
性
中
毒
に
至
る
。
薬
物
依
存
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
（
図
1
（
4
）

）
の
サ
ー
ク
ル
の
連
続
が
生
じ
、
慢
性
中
毒
に
至
る
の
で
あ
る
。

慢
性
中
毒
の
初
期
症
状
と
し
て
は
、
多
弁
で
落
ち
着
き
が
な
く
な
り
、
怒
り

や
す
く
、
凶
暴
な
行
動
を
と
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
注
意
力
、
集
中
力
、
記

憶
力
が
減
退
し
、
意
味
の
な
い
単
調
な
行
動
を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
更
に
中
毒
が
進
む
と
、
幻
覚
、
妄
想
等
の
症
状
が
現
れ
る
こ
と

か
ら
、
凶
暴
な
行
為
や
威
嚇
的
な
行
動
に
走
り
、
傷
害
、
殺
人
等
の
犯
罪
を
引

き
起
こ
し
た
り
（
5
）

、
薬
物
性
精
神
障
害
を
発
症
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
後
遺

症
の
一
つ
と
し
て
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
バ
ッ
ク
（
6
）

に
よ
り
覚
せ
い
剤
等
の
使
用
を
止
め

て
心
身
が
正
常
に
復
し
た
後
で
も
、
薬
物
を
使
用
し
て
い
た
時
と
同
じ
幻
覚
、

妄
想
状
態
等
が
現
出
す
る
場
合
が
あ
り
、
発
作
的
な
犯
罪
行
為
に
出
る
こ
と
が

あ
る
。
さ
ら
に
、
一
旦
止
め
て
い
て
も
、
薬
理
効
果
を
得
る
た
め
に
は
、
止
め

る
前
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
薬
物
摂
取
量
か
ら
再
使
用
が
始
ま
る
と
い
う
点
も
問
題

図 1

（
五
九
二
）



薬
物
犯
罪
者
に
対
す
る
再
犯
防
止
策
の
課
題
に
つ
い
て
（
尾
田
）

二
二
五

で
あ
る
。

2
）
薬
物
事
犯
の
検
挙
人
員
の
推
移

薬
物
事
犯
の
検
挙
人
員
の
推
移
（
平
成
二
一
年
〜
二
八
年
）

を
見
た
の
が
、
表
2
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
覚
醒
剤
事
犯

で
は
平
成
二
二
年
の
一
二
、二
〇
〇
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾

向
に
あ
り
平
成
二
八
年
に
は
一
〇
、六
〇
七
人
（
前
年
比

五
・
三
％
減
）
と
な
っ
て
い
る
。
大
麻
事
犯
で
は
平
成
二
五
年

の
一
、六
一
六
人
を
底
に
増
加
に
転
じ
、
平
成
二
八
年
に
は

二
、七
二
二
人
（
前
年
比
二
五
・
六
％
増
）
と
増
加
し
て
き
て
い

る
。
麻
薬
事
犯
等
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
四
年
を
底
に
増
減

を
繰
り
返
し
な
が
ら
推
移
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

表
3
は
、
覚
醒
剤
事
犯
に
つ
い
て
、
同
一
罪
名
に
よ
る
再

犯
者
の
状
況
の
推
移
（
平
成
二
一
年
〜
二
八
年
）
を
見
た
も
の

で
あ
る
が
、
平
成
二
一
年
以
降
、
同
一
罪
名
に
よ
る
再
犯
者

率
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
平
成
二
八
年
に
は
、
六
五
・
八
％

と
極
め
て
高
い
状
況
に
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
継
続
的
な
増

表 2　薬物事犯の検挙人員の推移（平成 21 年～ 28 年）

覚せい剤取締法 大麻取締法 麻薬取締法 あへん法

平成 21 年 11,873 3,087 429 28

平成 22 年 12,200 2,367 375 23

平成 23 年 12,083 1,759 346 12

平成 24 年 11,842 1,692 341 6

平成 25 年 11,127 1,616 540 9

平成 26 年 11,148 1,813 452 24

平成 27 年 11,200 2,167 516 4

平成 28 年 10,607 2,722 505 7

※犯罪白書 29 年版を基に筆者が作成

（
五
九
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

二
二
六

加
傾
向
に
よ
り
、
平
成
二
五
年
八
月
の
『
第
四
次
薬
物
乱
用
防
止
五
か
年
戦
略
』
の
策
定

に
際
し
て
、
そ
の
主
要
施
策
の
一
つ
と
し
て
覚
せ
い
剤
事
犯
対
策
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
ま
た
、
後
述
す
る
刑
の
一
部
執
行
猶
予
制
度
の
薬
物
事
犯
へ
の
適
用
を
定
め
た

『
薬
物
使
用
等
の
罪
を
犯
し
た
者
に
対
す
る
刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
に
関
す
る
法
律
（
平

二
五
・
六
・
一
九
／
法
律
第
五
〇
号
、
施
行
、
平
二
八
・
六
・
一
（
7
）

）』
の
制
定
に
繋
が
っ
て
い
る
。

3
）
検
察
に
よ
る
処
理
の
現
状

次
の
表
4
は
、
薬
物
事
犯
に
対
す
る
検
察
官
の
処
理
に
つ
い
て
見
た
も
の
で
あ
る
が
、

起
訴
猶
予
率
に
お
け
る
推
移
で
は
、
覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
者
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
五

年
の
八
・
二
を
ピ
ー
ク
と
し
て
二
七
年
に
は
七
・
一
ま
で
減
少
し
た
も
の
の
二
八
年
に
は

七
・
七
と
増
加
を
示
し
て
い
る
。
大
麻
取
締
法
違
反
者
で
は
、
平
成
二
二
年
に
二
八
・
二
ま

で
減
少
し
、
そ
の
後
増
加
し
て
二
五
年
に
は
三
七
・
五
と
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
後
、
減
少
傾

向
に
あ
る
。
麻
薬
取
締
法
違
反
者
に
つ
い
て
は
、
増
減
を
繰
り
返
し
な
が
ら
平
成
二
六
年

に
三
二
・
四
と
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
の
後
は
七
ポ
イ
ン
ト
程
度
減
少
し
て
い
る
。
覚
せ
い

剤
取
締
法
対
象
者
の
起
訴
率
は
九
七
％
前
後
と
大
麻
及
び
麻
薬
取
締
法
対
象
者
の
ほ
ぼ

二
・
五
〜
三
倍
と
高
い
こ
と
が
分
か
る
。

な
お
、
平
成
二
八
年
に
、
覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
と
大
麻
取
締
法
違
反
で
起
訴
さ
れ
た

表3　覚せい剤取締法違反・成人検挙人員中の同一名再犯者人員等の推移（平成21～ 28年）

検挙人員 同一罪名検挙歴無し 同一罪名再犯者 同一罪名再犯者率

平成 21 年 11,398 4,681 6,717 58.9

平成 22 年 11,765 4,680 7,085 60.2

平成 23 年 11,669 4,653 7,016 60.1

平成 24 年 11,429 4,336 7,094 62.1

平成 25 年 10,785 3,905 6,880 63.8

平成 26 年 10,866 3,804 7,065 65.0

平成 27 年 10,903 3,775 7,128 65.4

平成 28 年 10,321 3,534 6,787 65.8

※犯罪白書 29 年版を基に筆者が作成

（
五
九
四
）



薬
物
犯
罪
者
に
対
す
る
再
犯
防
止
策
の
課
題
に
つ
い
て
（
尾
田
）

二
二
七

者
は
、
全
員
が
公
判
請
求
さ
れ
て
お
り
、
略
式

命
令
請
求
が
な
さ
れ
た
者
は
い
な
い
。
麻
薬
取

締
法
違
反
で
は
、
九
九
・
八
％
と
五
一
三
人
中

四
人
が
略
式
請
求
命
令
が
な
さ
れ
た
に
過
ぎ
な

い
。表

5
は
、
平
成
二
八
年
中
の
起
訴
人
員
中
の

有
前
科
者
の
状
況
を
見
た
も
の
で
あ
る
が
、
覚

醒
剤
事
犯
者
は
有
前
科
率
が
七
五
・
一
％
と
、

大
麻
事
犯
・
麻
薬
事
犯
の
約
二
倍
と
高
率
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
前
科
の
処
分
率
で
見
て

も
覚
醒
剤
事
犯
の
実
刑
率
が
、
六
六
・
七
％
と

大
麻
事
犯
の
二
七
・
八
％
、
麻
薬
事
犯
の

三
八
・
〇
％
の
約
二
倍
前
後
と
高
い
割
合
を
占

め
て
お
り
、
執
行
猶
予
率
で
見
て
も
覚
醒
剤
事

犯
で
は
二
九
％
、
大
麻
事
犯
の
六
四
・
二
％
、

麻
薬
事
犯
の
四
四
・
六
％
よ
り
も
か
な
り
低
い

こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
平
成
二
八
年
六
月
一

表 4　薬物事犯検察庁終局処理人員の推移（平成 21 年～ 28 年）

覚せい剤取締法 大麻取締法 麻薬取締法

総　数 起訴猶予 起訴猶予率 総　数 起訴猶予 起訴猶予率 総　数 起訴猶予 起訴猶予率

平成 21 年 19,291 1,179 6.9 4,442 1,278 34.0 1,059 171 21.0

平成 22 年 19,590 1,207 7.0 3,524 816 28.2 964 134 18.2

平成 23 年 19,681 1,138 6.6 2,603 677 31.9 796 145 23.9

平成 24 年 18,918 1,302 7.9 2,569 671 33.9 727 140 28.8

平成 25 年 17,730 1,261 8.2 2,591 711 37.5 1,051 205 29.2

平成 26 年 17,583 1,223 8.0 2,926 736 33.9 876 170 32.4

平成 27 年 17,811 1,090 7.1 3,401 854 34.1 1,003 173 25.2

平成 28 年 17,019 1,118 7.7 3,874 953 32.2 993 169 25.5

※犯罪白書 29 年版を基に筆者が作成

表 5　起訴人員中の有前科者の人員・有前科者率（平成 28 年）

起訴人員

有前科者の人員

前科の処分内容

懲役・禁錮

罰　金実　刑 全部執行猶予一部施行猶予 有前科者率

大 麻取締法 2,007 731 203 364 164 36.4

麻 薬 取締法 494 187 71 62 48 37.9

覚せい剤取締法 13,479 10,119 6,751 2,751 617 75.1

※犯罪白書 29 年版を基に筆者が作成

（
五
九
五
）
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法
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第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

二
二
八

日
か
ら
施
行
さ
れ
た
『
薬
物
使
用
等
の
罪
を
犯
し
た
者
に
対
す
る
刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
』
制
度
が
適

用
さ
れ
た
者
は
、
平
成
二
八
年
中
に
有
前
科
者
と
し
て
起
訴
さ
れ
た
人
員
に
は
い
な
か
っ
た
。

4
）
裁
判
に
お
け
る
処
理
の
現
状

表
6
は
、
平
成
二
八
年
中
に
、
覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
で
第
一
審
に
お
い
て
有
罪
（
懲
役
）
を
言
い

渡
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
、
刑
期
別
に
見
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
年
の
六
月
一
日
か
ら
「
刑
の
一
部
執
行

猶
予
制
度
（
8
）

」
が
施
行
さ
れ
、
薬
物
事
犯
者
に
対
し
て
も
そ
の
制
度
が
適
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

九
一
三
人
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。
実
刑
率
は
五
一
・
二
％
、
刑
の
一
部
執
行
猶
予
が
言
い
渡
さ
れ
た
者

は
一
〇
・
一
％
で
あ
っ
た
。
な
お
、「
刑
の
一
部
執
行
猶
予
の
仕
組
み
」
は
、
図
2
に
そ
の
概
要
を
示
し

て
あ
る
。

な
お
、
こ
の
制
度
下
で
は
、
執
行
猶
予
期
間
中
は
必
要
的
保
護
観
察
に
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
9
）

。
こ

れ
に
伴
う
更
生
保
護
法
の
改
正
に
よ
り
新
た
に
導
入
さ
れ
た
諸
施
策
の
概
要
は
図
3
に
示
し
て
い
る
。

5
）
矯
正
・
保
護
に
お
け
る
処
遇
の
現
状

次
の
表
7
は
、
覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
で
入
所
し
た
受
刑
者
の
入
所
経
験
の
有
無
と
回
数
を
男
女
別

に
平
成
二
一
年
〜
二
八
年
の
八
年
間
の
推
移
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
入
所
者
数
は
、
全
体
と
し
て
み
る

と
平
成
二
二
年
以
降
減
少
傾
向
に
あ
り
、
平
成
二
八
年
に
は
五
、五
八
〇
人
と
前
年
比
七
・
八
％
減
少
し

表 6　覚醒時犯における第一審における有期刑言渡し刑期の内訳（平成 28 年）

6 月未満 6月以上 1年以上 2年以上 3 年 5年以下 7年以下 10 年以下 15 年以下 20 年以下 総数

3 19 4,814 3,190 465 179 54 28 8 1 9,061

実 刑 3 16 2,293 2,255 412 4,637

一部執行猶予 1 508 356 48 913

全部執行猶予 3 2,521 935 52 3,511

※「一部執行猶予」は、平成 28 年 6月から 12月までに一部執行猶予付判決の言渡しを受け
た人員で、実刑部分と猶予部分を合わせた刑期になっている。

（
五
九
六
）



薬
物
犯
罪
者
に
対
す
る
再
犯
防
止
策
の
課
題
に
つ
い
て
（
尾
田
）

二
二
九

図 2　刑の一部執行猶予制度の概要

※平成 28 年版犯罪白書
　http://hakusyo1.moj.go.jp/jp/63/nfm/images/full/h2-1-02.jpg

図 3

※ http://www.moj.go.jp/content/001186243.pdf

（
五
九
七
）
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（
二
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八
年
十
二
月
）

二
三
〇

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
再
入
者
率
で
見
る
と

平
成
二
一
年
以
降
増
加
し
、
二
八
年
に
は

七
四
・
二
％
に
ま
で
増
加
し
て
い
る
（
表
7
│

2
）。

こ
れ
を
前
述
し
た
再
犯
率
と
合
わ
せ
考
え
る
と
、

覚
醒
剤
事
犯
者
に
対
す
る
矯
正
に
お
け
る
特
別
改

善
指
導
及
び
保
護
観
察
に
お
け
る
専
門
的
処
遇
の

処
遇
効
果
が
、
十
分
に
上
が
っ
て
い
る
と
は
言
え

ず
、
処
遇
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
や
実
地
方
法
等
に

つ
い
て
検
証
を
加
え
る
必
要
が
出
て
く
る
（
後
述
）。

次
の
表
8
は
、
有
期
刑
受
刑
者
が
仮
釈
放
に
至

る
ま
で
の
刑
の
執
行
率
を
刑
法
犯
、
特
別
法
犯
、

覚
醒
剤
事
犯
者
に
つ
い
て
平
成
二
八
年
中
の
者
に

つ
い
て
全
体
的
傾
向
と
刑
期
の
長
さ
に
よ
り
比
較

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
全
体
的
傾

向
で
は
、
覚
醒
剤
事
犯
が
八
一
・
六
％
で
あ
る
が
、

刑
法
犯
が
八
〇
・
四
％
と
高
く
な
っ
て
い
る
。
刑

期
の
長
さ
に
よ
っ
て
、
刑
の
執
行
率
が
八
〇
％
を

表 7　覚せい剤取締法違反　入所受刑者人員の推移（平成 21 年～ 28 年）

総数 1度 2度 3度以上

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

平成 21 年 6,088 5,297 789 2,010 1,601 409 1,224 1,053 171 2,852 2,643 209

平成 22 年 6,569 5,708 861 2,062 1,619 443 1,343 1,142 201 3,164 2,947 217

平成 23 年 6,570 5,687 883 2,065 1,612 453 1,265 1,084 181 3,240 2,931 249

平成 24 年 6,453 5,594 859 1,939 1,490 449 1,253 1,071 182 3,261 3,033 228

平成 25 年 5,990 5,182 808 1,691 1,272 419 1,198 1,012 186 3,101 2,898 203

平成 26 年 6,016 5,206 810 1,597 1,235 362 1,095 905 190 3,324 3,066 258

平成 27 年 5,991 5,162 829 1,578 1,208 370 1,155 968 187 3,258 2,986 272

平成 28 年 5,580 4,842 738 1,440 1,121 319 1,017 849 168 3,123 2,872 251

表 7-2 再入者率 　※犯罪白書 29 年版を基に筆者が作成

男性 女性

平成 21 年 67.0 69.8 48.2

平成 22 年 68.6 71.6 48.5

平成 23 年 68.6 71.7 48.7

平成 24 年 70.0 73.4 47.7

平成 25 年 71.8 75.5 48.1

平成 26 年 73.5 76.3 55.3

平成 27 年 73.7 76.6 55.4

平成 28 年 74.2 76.8 56.8

（
五
九
八
）



薬
物
犯
罪
者
に
対
す
る
再
犯
防
止
策
の
課
題
に
つ
い
て
（
尾
田
）

二
三
一

超
え
る
割
合
で
見
て
み
る
と
、
刑
法
犯
で
は
刑
期
が
長
く
な
る
ほ
ど
高
く
な
り
、「
五
年
〜
八
年
」
で
は

九
三
・
八
％
、「
八
年
〜
一
〇
年
」
で
は
九
八
・
〇
％
と
刑
の
執
行
率
が
高
く
な
る
。
覚
醒
剤
事
犯
で
は
刑
期

が
三
年
未
満
が
八
三
・
〇
％
と
最
も
高
く
、
刑
期
が
長
く
な
る
と
執
行
率
は
低
下
し
て
お
り
「
八
年
〜
一
〇

年
」
で
は
七
一
・
四
％
と
低
く
な
っ
て
い
る
が
、
全
体
的
な
傾
向
で
は
、
刑
の
執
行
率
が
九
〇
％
を
超
え
る

者
が
三
一
・
六
％
、
八
〇
〜
九
〇
％
が
五
〇
・
〇
％
で
、
八
〇
％
以
上
の
執
行
率
の
者
が
全
体
の
八
一
・
六
％

と
高
く
な
っ
て
い
る
。

保
護
観
察
の
期
間
が
残
刑
期
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
刑
事
施
設
内
に
お
け
る
特
別
改
善
指
導
と
保
護

観
察
に
お
け
る
専
門
的
処
遇
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
10
）

の
有
機
的
連
携
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
と
な
る
。

刑
事
施
設
に
お
け
る
薬
物
依
存
離
脱
指
導
は
、「
刑
事
施
設
及
び
受
刑
者
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
（
平

成
一
七
年
法
五
〇
）」
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
後
、
一
八
年
に
改
正
さ
れ
「
刑
事
収
容
施
設
及
び
被
収
容
者
等
の

処
遇
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、
刑
事
収
容
施
設
法
、
と
い
う
。）」
一
〇
三
条
に
よ
っ
て
特
別
改
善
指
導
（
11
）

の
一
つ

と
し
て
、「
薬
物
依
存
離
脱
指
導
（
12
）

」
が
法
律
上
の
根
拠
を
得
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
平
成
二
七
年
度
の
実
施

対
象
施
設
数
は
七
六
庁
で
あ
っ
た
。

な
お
、
犯
罪
傾
向
区
分
に
よ
り
、
犯
罪
傾
向
が
進
ん
で
い
な
い
者
に
は
、
処
遇
指
標
Ａ
が
指
定
さ
れ
（
13
）

、
犯

罪
傾
向
が
進
ん
で
い
る
者
に
は
、
処
遇
指
標
Ｂ
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

法
務
総
合
研
究
所
研
究
部
報
告
二
七
「
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
薬
物
乱
用
の
動
向
と
効
果
的
な
薬
物
乱
用

者
処
遇
対
策
に
関
す
る
調
査
研
究
（
二
〇
〇
五
年
）」
の
中
で
、
わ
が
国
に
お
け
る
薬
物
乱
用
者
処
遇
の
効
果

表 8　有期刑仮釈放者許可者の刑の執行率（平成 28 年）

総数 60～ 69 70 ～ 79 80 ～ 89 90 以上
総数 3年以内 5年以内 8年以内 10 年以内

80％以上 80％以上 80％以上 80％以上 80％以上

刑 法 犯 8,556 108 1,568 3,985 2,894 80.4％ 76.9％ 85.6％ 93.9％ 98.0％

特別法犯 4,833 51 812 2,393 1,571 81.9％ 63.3％ 76.9％ 50.5％ 80.0％

覚せい剤取締法 3,961 41 689 1,980 1,251 81.6％ 83.0％ 79.7％ 80.0％ 71.4％

（
五
九
九
）
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二
〇
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二
三
二

的
運
用
の
た
め
に
は
、
①
薬
物
乱
用
者
処
遇
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
対
象
者
を
集
禁
す
る
専
門
的
な
処
遇
を
実
施
す
る
、
②
各
行
刑
施
設
に

分
散
し
て
い
る
専
門
家
を
集
中
的
に
配
置
す
る
と
と
も
に
、
主
と
し
て
少
年
施
設
に
配
置
さ
れ
て
い
る
法
務
教
官
を
異
動
さ
せ
る
な
ど
の

人
事
管
理
上
の
配
慮
も
必
要
で
あ
る
、
③
治
療
活
動
に
参
加
す
る
専
門
家
の
養
成
が
必
要
で
あ
る
が
、
短
時
間
に
専
門
家
を
養
成
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
の
で
、
当
面
は
外
部
の
専
門
家
に
依
頼
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
職
員
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
が
、
可
能
な
限
り
、
薬
物
依
存
か
ら
回
復
し
た
元
乱
用
者
を
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
と
し
て
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
等

の
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
も
、U

C
 H
astings C

ollege of L
aw

に
留
学
し
て
い
た
一
九
八
一
年
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
の

薬
物
治
療
専
門
矯
正
施
設
を
見
学
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
こ
の
専
門
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
や
運
用
に
関
し
て
は
医
療
ス
タ
ッ
フ
・
臨
床

心
理
士
が
中
心
と
な
り
運
用
さ
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
管
理
セ
ク
シ
ョ
ン
に
は
矯
正
ス
タ
ッ
フ
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
施
設
を
出
て
社
会

復
帰
し
た
際
の
受
け
入
れ
先
に
お
け
る
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
ー
が
十
分
な
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
、
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

同
様
の
こ
と
は
、
平
成
二
一
年
版
犯
罪
白
書
で
も
覚
醒
剤
事
犯
で
刑
事
施
設
へ
の
入
所
が
初
度
の
者
に
つ
い
て
は
、
改
善
更
生
の
余
地

を
十
分
残
し
て
い
る
者
が
比
較
的
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
す
る
有
効
な
再
犯
防
止
対
策
を
講
じ
る
こ
と
の
重
要
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
（
14
）

。

ま
た
、
刑
事
施
設
か
ら
仮
釈
放
に
な
っ
た
者
に
対
し
て
は
、
更
生
保
護
法
四
〇
条
に
基
づ
い
て
、
特
別
遵
守
事
項
と
し
て
「
覚
醒
剤
事

犯
者
処
遇
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

次
の
表
9
は
、
矯
正
施
設
に
お
け
る
特
別
改
善
処
遇
の
受
講
開
始
人
員
の
推
移
と
保
護
観
察
所
に
お
け
る
仮
釈
放
者
、
及
び
保
護
観
察

付
執
行
猶
予
者
に
対
す
る
専
門
的
処
遇
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
処
遇
の
開
始
人
員
の
推
移
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
特
別
改
善
指
導
を
受
け
た

者
は
、
平
成
二
三
年
か
ら
二
六
年
ま
で
は
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
に
有
っ
た
が
、
二
七
年
以
降
は
増
加
に
転
じ
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、

（
六
〇
〇
）



薬
物
犯
罪
者
に
対
す
る
再
犯
防
止
策
の
課
題
に
つ
い
て
（
尾
田
）

二
三
三

二
八
年
六
月
一
日
か
ら
導
入
さ
れ
た
刑
の
一
部
執
行
猶
予
制
度

を
踏
ま
え
、
必
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
後
述
）
の
全
員
へ
の
義
務
付

け
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
他
の
二
つ
の
専
門
的

処
遇
で
は
、
経
年
変
化
は
余
り
見
ら
れ
な
い
。

刑
事
施
設
で
実
施
さ
れ
て
い
る
薬
物
依
存
離
脱
指
導
の
目
標

と
し
て
「
薬
物
依
存
の
認
識
及
び
薬
物
使
用
に
係
る
自
分
の
問

題
を
理
解
さ
せ
た
上
で
、
断
薬
へ
の
動
機
付
け
を
図
り
、
再
使

用
に
至
ら
な
い
た
め
の
知
識
及
び
ス
キ
ル
を
習
得
さ
せ
る
と
と

も
に
、
社
会
内
に
お
い
て
も
継
続
的
に
薬
物
依
存
か
ら
の
回
復

に
向
け
た
治
療
及
び
援
助
等
を
受
け
る
こ
と
の
必
要
性
を
認
識

さ
せ
る
こ
と
。」
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、
次
の

①
〜
⑤
の
項
目
に
則
し
て
い
る
。

①
対　
　
　

象　

↓　

 

麻
薬
、
覚
せ
い
剤
そ
の
他
の
薬
物
に
対

す
る
依
存
が
あ
る
者

②
指　

導　

者　

↓　

 

刑
事
施
設
の
職
員
（
法
務
教
官
、
法
務
技

官
、
刑
務
官
）、
処
遇
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

（
薬
物
担
当
）、
民
間
協
力
者
（
民
間
自
助

表 9　薬物犯罪者に対する特別処遇（平成 21 年～ 28 年の処遇開始人員の推移）

平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年 平成 27 年 平成 28 年

特 別 改 善 指 導 3,762 5,564 6,846 7,034 6,741 6,694 7,006 9,435

仮釈放者に対する専門的処遇 947 968 926 928 977 913 926 971

保護観察付全部執行猶予者に対する専門的処遇 338 419 418 403 390 357 462 444

※ 1 保護観察所における「薬物再乱用プログラム」は、平成21年から 28年 5月までは「覚
せい剤事犯者処遇プログラム」による処遇開始人員を計上している。

※ 2犯罪白書 29 年版を基に筆者が作成

（
六
〇
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

二
三
四

団
体
等
）

③
指
導
方
法　

↓　

 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
八
人
〜
一
〇
人
程
度
／
一
グ
ル
ー
プ
）、
民
間
自
助
団
体
に
よ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
15
）

、
講
義
、
視
聴

覚
教
材
、
課
題
学
習
、
討
議
、
個
別
面
接 

等

④
実
施
頻
度
等　

↓　

二
〜
一
二
単
元
／
一
単
元
六
〇
〜
九
〇
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　

標
準
実
施
期
間
：
一
〜
六
か
月

⑤
薬
物
へ
の
依
存
の
程
度
、
再
使
用
リ
ス
ク
等
に
応
じ
て
、
必
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
五
項
目
の
他
、
専
門
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
薬
物
依
存
回
復
プ
ロ
グ

ラ
ム
）
一
二
項
目
、
選
択
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
合
わ
せ
て
実
施
（
16
）

な
お
、
平
成
二
八
年
度
か
ら
は
、
六
月
一
日
の
刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
制
度
の
施
行
を
踏
ま
え
、
保
護
観
察
所
と
同
様
、
認
知
行
動
療

法
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し
、
受
刑
者
個
々
の
問
題
性
や
リ
ス
ク
、
刑
期
の
長
さ
等
に
応
じ
、
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

組
み
合
わ
せ
て
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
必
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
麻
薬
、
覚
せ
い
剤
そ
の
他
の
薬
物
に
対
す
る
依
存
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

者
全
員
に
対
し
て
実
施
す
る
も
の
）
と
し
て
、
薬
物
依
存
回
復
プ
ロ
グ
ラ
ム
一
二
回
分
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

教
材
「
リ
カ
バ
リ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
」
＋
Ｄ
Ｖ
Ｄ
教
材
の
内
容
に
つ
い
て
学
習
を
進
め
ら
れ
る
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
を
、
選
択
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
は
、
教
育
担
当
職
員
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
・
民
間
自
助
団
体
に
よ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
の
補
助
教
材
の
視
聴
・
面
接
・

個
別
指
導
等
が
行
わ
れ
、
専
門
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
よ
り
専
門
的
・
体
系
的
な
指
導
を
受
講
さ
せ
る
必
要
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
て
実
施
す

る
も
の
）
が
整
備
さ
れ
、
認
知
行
動
療
法
に
基
づ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

平
成
二
〇
年
に
は
七
五
施
設
、
二
一
年
に
は
八
一
施
設
、
二
二
年
以
降
は
七
六
施
設
が
薬
物
依
存
離
脱
指
導
を
実
施
し
て
お
り
、
二
八

年
も
七
六
施
設
が
実
施
し
て
い
る
。

（
六
〇
二
）



薬
物
犯
罪
者
に
対
す
る
再
犯
防
止
策
の
課
題
に
つ
い
て
（
尾
田
）

二
三
五

ま
た
、
薬
物
依
存
を
有
す
る
者
に
対
す
る
処
遇
は
、
施
設
内
だ
け
で
は
完

結
し
な
い
。
そ
こ
で
、
保
護
観
察
所
や
地
域
社
会
の
医
療
・
福
祉
機
関
に
よ

る
様
々
な
支
援
（
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
）
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

受
刑
者
の
処
遇
情
報
等
の
連
携
・
共
有
が
図
ら
れ
る
必
要
が
生
じ
て
く
る

（
図
4
）。

具
体
的
に
は
、
刑
事
施
設
側
か
ら
は
、
①
薬
物
依
存
離
脱
指
導
の
実
施
結

果
等
の
情
報
（
断
薬
へ
の
動
機
付
け
、
再
使
用
防
止
ス
キ
ル
の
獲
得
、
地
域
支
援
に

関
す
る
理
解
）、
②
心
身
の
状
況
、
服
薬
状
況
等
の
医
療
情
報
が
、
保
護
観
察

所
に
提
供
さ
れ
る
。

こ
れ
を
受
け
て
保
護
観
察
所
で
は
、
ａ
．
薬
物
再
乱
用
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
の
活
用
（
薬
物
検
出
検
査
の
実
施
、
再
使
用
防
止
ス
キ
ル
の
実
践
、
地
域
支
援
へ

の
移
行
）、
ｂ
．
医
療
情
報
等
に
基
づ
き
、
特
別
遵
守
事
項
の
重
要
な
項
目

と
し
て
「
覚
醒
剤
事
犯
者
処
遇
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
制
度
の
施
行
に
伴
い
、
従
前
の
「
覚
せ
い
剤
事

犯
者
処
遇
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
代
え
て
、
薬
物
再
乱
用
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、

平
成
二
八
年
六
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。

現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
改
善
の
対
象
と
な
る

図 4　薬物事犯者の処遇における連携

※ http://hakusyo1.moj.go.jp/jp/59/nfm/images/full/h7-2-4-01.jpg

（
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〇
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

二
三
六

犯
罪
的
傾
向
の
範
囲
を
、
覚
せ
い
剤
の
使
用
・
所
持
か
ら
、
依
存
性
薬
物
の
使
用
・
所
持
に
拡
大
し
、
そ
れ
ら
の
再
乱
用
を
防
止
す
る
た

め
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
を
用
い
る
な
ど
し
て
行
う
ａ
．
教
育
課
程
（
依
存
性
薬
物
（
規
制
薬
物
等
、
指
定
薬
物
及
び
危
険
ド
ラ
ッ
グ
）
の
悪
影
響
を

認
識
さ
せ
、
そ
の
再
乱
用
防
止
の
た
め
の
具
体
的
方
法
を
習
得
さ
せ
る
コ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
コ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
を
定
着
・
応
用
・
実
践
さ
せ
る

た
め
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
ｂ
．
簡
易
薬
物
検
出
検
査
を
併
せ
て
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
期
間
は
六
か
月
を
目
処
に
二
週
間
に
一
度
の
割
合
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
も
し
、
薬
物
検
査
で
陽
性
反
応
が

出
た
場
合
に
は
、
警
察
に
出
頭
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
強
制
的
な
抑
止
力
に
は
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
薬
物
依
存
か
ら
立
ち
直
る
た
め
に
は
、
引
受
人
や
家
族
等
の
関
係
者
の
支
援
と
協
力
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
全
国
の
保
護

観
察
所
で
は
、「
覚
せ
い
剤
事
犯
対
象
者
」
の
類
型
認
定
者
や
薬
物
依
存
の
あ
る
保
護
観
察
対
象
者
等
の
引
受
人
・
家
族
等
関
係
者
に
対

す
る
講
習
会
や
座
談
会
等
を
内
容
と
し
た
引
受
人
会
・
家
族
会
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
二
七
年
度
は
、
全
国
四
九
の
保
護
観
察
所
に
お

い
て
合
計
二
一
〇
回
実
施
し
、
引
受
人
・
家
族
等
関
係
者
三
、三
六
〇
人
が
参
加
し
、
平
成
二
八
年
度
は
、
全
国
四
九
の
保
護
観
察
所
に

お
い
て
合
計
二
六
三
回
実
施
し
、
引
受
人
・
家
族
等
関
係
者
三
、六
一
五
人
が
参
加
し
て
い
る
（
法
務
省
保
護
局
の
資
料
に
よ
る
。
図
5
）。

さ
ら
に
、
平
成
二
四
年
度
か
ら
、
社
会
生
活
に
適
応
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
生
活
指
導
と
し
て
、
薬
物
依
存
症
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

施
設
等
に
対
し
て
薬
物
依
存
回
復
訓
練
を
委
託
し
て
実
施
し
て
い
る
。
二
七
年
度
に
、
訓
練
を
委
託
し
て
実
施
し
た
延
べ
人
員
は

一
二
、四
八
七
人
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
二
八
年
度
か
ら
は
、
薬
物
依
存
者
の
薬
物
再
乱
用
防
止
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、「
薬
物
依
存
の
あ
る
刑
務
所
出
所
者
等
の

支
援
に
関
す
る
地
域
連
携
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
17
）

」
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
保
護
観
察
所
や
地
域
の
医
療
・
保
健
・
福

祉
機
関
及
び
民
間
支
援
団
体
が
相
互
に
有
効
か
つ
緊
密
に
連
携
し
、
薬
物
依
存
者
に
対
す
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
な
ど

（
六
〇
四
）



薬
物
犯
罪
者
に
対
す
る
再
犯
防
止
策
の
課
題
に
つ
い
て
（
尾
田
）

二
三
七

図 5

※ http://www.moj.go.jp/hisho/seisakuhyouka/hisho04_00040.html

図 6　地域連携ガイドラインを踏まえた薬物依存者に対する支援等の流れ

※犯罪白書 29 年版　http://hakusyo1.moj.go.jp/jp/64/nfm/images/full/h7-3-1-01.jpg

（
六
〇
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

二
三
八

を
目
的
と
し
て
い
る
（
図
6
）。
こ
れ
ら
の
施
策
を
遂
行

す
る
た
め
に
、
更
生
保
護
法
に
「
規
制
薬
物
等
に
対
す
る

依
存
が
あ
る
保
護
観
察
対
象
者
に
関
す
る
特
則
」
を
定
め
、

保
護
観
察
の
実
施
方
法
、
指
導
監
督
の
方
法
等
を
規
定
し

て
い
る
（
18
）

。

こ
の
他
に
、
依
存
性
薬
物
の
所
持
・
使
用
に
よ
り
保
護

観
察
に
付
さ
れ
た
者
で
、
薬
物
再
乱
用
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
基
づ
く
指
導
が
義
務
付
け
ら
れ
ず
、
又
は
そ
の
指
導
を

受
け
終
わ
っ
た
者
等
に
対
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
断
薬
意

志
の
維
持
等
を
図
る
た
め
に
、
そ
の
者
の
自
発
的
意
思
に

基
づ
い
て
簡
易
薬
物
検
出
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
あ
る
。

平
成
二
八
年
に
お
け
る
実
施
件
数
は
九
、六
一
二
件
で

あ
っ
た
（
法
務
省
保
護
局
の
資
料
に
よ
る
。）。

平
成
二
八
年
の
保
護
観
察
終
了
者
の
う
ち
、
覚
せ
い
剤

取
締
法
違
反
に
よ
る
仮
釈
放
者
及
び
保
護
観
察
付
全
部
執

行
猶
予
者
の
取
消
率
（
再
犯
又
は
遵
守
事
項
違
反
に
よ
り
仮

釈
放
又
は
保
護
観
察
付
全
部
執
行
猶
予
が
取
り
消
さ
れ
た
者
の

表 10　覚せい剤取締法違反・再入年別累積再入者数

総　数 満期釈放 仮釈放

平成 21 年 1,312 827 475

平成 22 年 2,368 1,378 990

平成 23 年 2,966 1,648 1,318

平成 24 年 3,321 1,795 1,526

平成 25 年 1,316 766 560

平成 26 年 2,321 1,226 1,095

平成 27 年 2,917 1,489 1,428

平成 28 年 3,254 1,634 1,620

※犯罪白書各年版を基に筆者が作成

（
六
〇
六
）



薬
物
犯
罪
者
に
対
す
る
再
犯
防
止
策
の
課
題
に
つ
い
て
（
尾
田
）

二
三
九

占
め
る
比
率
を
い
う
。）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
・
六
％
、
三
二
・
四
％
で
あ
っ
た
（
法
務
省
大
臣
官
房
司
法
法
制
部
の
資
料
に
よ
る
。）。

ま
た
、
表
10
は
、
覚
醒
剤
取
締
法
違
反
者
の
再
入
者
に
占
め
る
満
期
出
所
者
と
仮
釈
放
者
の
数
を
平
成
二
一
年
か
ら
二
八
年
に
か
け
て

見
た
も
の
で
あ
る
が
、
再
入
者
に
占
め
る
仮
釈
放
者
の
割
合
が
平
成
二
五
年
を
除
く
と
増
加
傾
向
に
あ
り
、
矯
正
施
設
に
お
け
る
特
別
改

善
指
導
と
保
護
観
察
所
に
お
け
る
矯
正
施
設
と
の
連
携
の
上
に
立
っ
た
専
門
的
処
遇
を
踏
ま
え
た
地
域
社
会
と
の
他
機
関
連
携
に
よ
る
薬

物
支
援
の
よ
り
効
果
的
な
取
り
組
み
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

3
．
課
題
を
踏
ま
え
た
対
策
の
提
言

1
）
課
題

薬
物
事
犯
の
現
状
に
つ
い
て
、
刑
事
司
法
手
続
の
各
段
階
毎
に
分
析
し
て
き
た
過
程
で
、
次
の
①
か
ら
⑥
の
点
に
そ
の
課
題
を
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
⑦
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
視
点
で
の
取
組
が
必
要
で
あ
る
と
の
思
い
か
ら
、
留
学
時
の
経
験
も
踏
ま
え
提
言

す
る
こ
と
と
し
た
。

①　

精
神
的
依
存
が
高
い
薬
物
、
例
え
ば
覚
せ
い
剤
や
コ
カ
イ
ン
等
で
は
、
乱
用
者
は
連
用
に
陥
る
場
合
が
多
く
見
ら
れ
、
耐
性
が
付
く

初
期
の
段
階
で
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
依
存
を
回
避
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
段
階
で
の
積
極
的
介
入
が
医
療
機
関

や
警
察
に
求
め
ら
れ
る
。

②　

覚
せ
い
剤
事
犯
に
関
し
て
は
、
同
一
罪
名
に
よ
る
再
犯
者
率
が
平
成
二
一
年
以
降
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
平
成
二
八
年
に
は

六
五
・
八
％
と
極
め
て
高
い
状
況
と
な
り
、
平
成
二
五
年
八
月
の
『
第
四
次
薬
物
乱
用
防
止
五
か
年
戦
略
』
の
主
要
施
策
と
し
て
盛
り

（
六
〇
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

二
四
〇

込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
刑
の
一
部
執
行
猶
予
制
度
の
薬
物
事
犯
へ
の
適
用
に
繋
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
矯
正
・
保
護
に
お

け
る
十
分
な
処
遇
が
な
さ
れ
て
い
る
か
に
関
し
て
は
、
検
討
す
べ
き
課
題
が
あ
る
。

③　

薬
物
事
犯
に
対
す
る
起
訴
猶
予
率
は
、
覚
せ
い
剤
事
犯
に
あ
っ
て
は
約
七
％
と
大
麻
事
犯
の
約
五
分
の
一
、
麻
薬
事
犯
の
約
三
分
の

一
と
極
め
て
低
く
な
っ
て
い
る
が
、
起
訴
猶
予
に
お
け
る
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
し
て
の
更
生
緊
急
保
護
の
活
用
が
求
め
ら
れ
る
。

④　
（
全
部
）
執
行
猶
予
時
に
必
要
的
保
護
観
察
と
し
、
猶
予
期
間
中
の
特
別
遵
守
事
項
と
し
て
専
門
的
処
遇
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る

必
要
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
覚
せ
い
剤
事
犯
の
有
前
科
者
率
は
、
平
成
二
八
年
に
は
七
五
・
一
％
で
、
大
麻
事
犯
・
麻
薬
事
犯
の
二

倍
強
の
高
さ
で
あ
り
、（
全
部
）
執
行
猶
予
者
の
割
合
は
、
二
〇
・
四
％
と
五
人
に
一
人
の
割
合
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
必
要
的
保
護
観
察

の
適
用
が
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

⑤　

刑
の
一
部
執
行
猶
予
は
、
平
成
二
八
年
六
月
一
日
以
降
の
刑
事
裁
判
で
言
い
渡
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
運
用
は
緒
に
付
い
た
ば
か

り
で
あ
り
、
地
域
と
の
連
携
を
踏
ま
え
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
課
題
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
覚
せ
い
剤
事
犯
で
は
、
刑
の
執
行

率
が
八
一
・
六
％
で
、
刑
期
が
三
年
未
満
の
短
期
の
者
で
は
八
三
・
〇
％
と
若
干
高
く
な
っ
て
お
り
、
仮
釈
放
及
び
刑
の
一
部
執
行
猶
予

を
考
慮
す
る
際
に
、
裁
判
所
及
び
矯
正
施
設
に
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
裁
判
所
で
は
判
決
前
調
査
制
度

（presentence investigation （19
）

）
の
導
入
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

⑥　

刑
事
施
設
及
び
保
護
観
察
所
に
お
け
る
薬
物
依
存
離
脱
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
用
に
関
し
て
、
担
当
者
、
実
施
期
間
と
程
度
、
連
携
の
あ

り
方
、
刑
期
満
了
（
一
部
執
行
猶
予
期
間
の
経
過
）
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
ー
の
実
施
を
巡
る
問
題
が
、
責
任
主
義
の
限
界
と
の
関
係
で
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑦　

薬
物
専
門
裁
判
所
、
い
わ
ゆ
るD

rug C
ourt （20

）
の
導
入
と
薬
物
依
存
治
療
・
ケ
ア
ー
専
門
施
設
の
導
入
に
関
す
る
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。

（
六
〇
八
）



薬
物
犯
罪
者
に
対
す
る
再
犯
防
止
策
の
課
題
に
つ
い
て
（
尾
田
）

二
四
一

2
）
対
策
の
提
言　

│
ま
と
め
に
代
え
て
│

①
か
ら
⑦
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
以
下
の
提
言
を
行
い
た
い
。

先
ず
、
薬
物
犯
罪
は
、
自
己
使
用
と
自
己
使
用
目
的
所
持
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
際
に
は
、

薬
物
依
存
に
伴
う
新
た
な
展
開
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
刑
罰
を
も
っ
て
対
応
す
る
よ
り

は
医
療
を
中
心
と
し
た
治
療
的
措
置
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
薬
物
使
用
の
初
期
段
階
で
の
積
極
的
介
入
が
医
療
機
関
や
警
察
に
求
め
ら
れ

る
点
に
関
し
て
は
、
従
来
の
刑
事
司
法
的
な
考
え
方
で
は
な
く
、
治
療
的
司
法
（
21
）

の
考
え
方

に
基
づ
く
ア
プ
ロ
ー
チ
が
大
切
に
な
る
。
と
り
わ
け
、
薬
物
乱
用
の
よ
う
に
刑
事
罰
よ
り

も
医
学
的
な
治
療
を
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
薬
物
の
再
使
用
を
防
ぐ
こ
と
が
、
よ
り
深
刻

な
再
犯
防
止
に
繋
が
る
こ
と
に
な
る
と
思
料
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

図
7
は
、
現
行
刑
事
司
法
手
続
に
お
け
る
治
療
優
先
モ
デ
ル
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
段
階
で
は
、
薬
物
乱
用
に
悩
む
本
人
や
そ
の
家
族
等
が
、
薬
物
治
療
専
門
病
院

（
以
下
、
専
門
病
院
、
と
い
う
）
を
受
診
し
、
治
療
を
受
け
た
り
、
支
援
を
求
め
る
場
合
に

関
し
て
は
、
医
療
機
関
に
お
い
て
、
刑
法
犯
を
犯
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
ま
だ
薬
物
依

存
症
が
あ
ま
り
進
行
し
て
い
な
い
（
精
神
病
な
ど
を
発
症
し
て
い
な
い
）
者
、
他
に
精
神
疾

患
や
障
害
の
な
い
者
、
人
格
的
偏
り
が
な
く
、
穏
や
か
な
傾
向
を
持
つ
者
に
た
い
し
て
、

専
門
的
な
治
療
を
行
う
こ
と
に
よ
る
再
犯
防
止
を
考
え
る
事
が
大
切
で
あ
る
。
専
門
病
院

図 7

①薬物治療専門病院
②更生緊急保護

③（全部）執行猶予
④地域セーフティーネット

薬物乱用 →
→

→
→ →

病院①
警察等 病院①

検察 裁判
起訴猶予
②

セーフティーネット④

矯正施設
執行猶予
③

保護観察
刑の一部執行
猶予

第一段階 第二段階 第三段階 第四段階

（
六
〇
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

二
四
二

等
か
ら
の
通
報
（
22
）

や
独
自
に
端
緒
を
得
た
警
察
等
で
も
、
薬
物
乱
用
以
外
の
刑
法
犯
を
犯
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
刑
事
司
法
手
続
に
載
せ

る
か
否
か
の
判
断
に
つ
い
て
、
薬
物
事
犯
担
当
部
署
に
配
置
さ
れ
た
薬
物
治
療
専
門
医
（
常
勤
・
非
常
勤
を
問
わ
な
い
）
等
の
専
門
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
判
定
を
経
た
後
、
専
門
病
院
に
送
致
す
る
か
、
検
察
官
送
致
に
す
る
か
決
定
す
る
。

第
二
段
階
で
は
、
薬
物
事
犯
を
専
門
に
担
当
す
る
検
察
官
を
養
成
し
、
配
置
し
た
上
で
検
察
官
は
、
訴
追
裁
量
権
を
行
使
す
る
際
、
薬

物
使
用
者
が
医
療
的
支
援
を
求
め
れ
ば
、
起
訴
猶
予
に
付
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
選
択
肢
と
し
て
提
案
し
、
そ
の
際
に
は
、
必
要
的
更

生
緊
急
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
旨
を
伝
え
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
専
門
病
院
に
お
け
る
治
療
や
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
支
援
を
受
け
た
後
、
ダ
ル
ク
等
の
自
助
グ
ル
ー
プ
へ
の
参
加
が
可
能
な
入
寮
施
設
で
共
同
生
活
を
行
な
う
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
第
一
段
階

が
無
事
（
事
故
な
く
）
終
了
す
る
と
、
自
助
グ
ル
ー
プ
と
の
接
触
を
維
持
し
な
が
ら
、
自
宅
に
戻
る
（
い
わ
ゆ
る
通
所
に
移
行
す
る
）。
そ
の

結
果
が
良
好
で
あ
れ
ば
、
検
察
官
は
不
起
訴
処
分
に
す
る
。
こ
の
場
合
に
も
、
薬
物
乱
用
以
外
に
刑
法
犯
を
犯
し
て
い
な
い
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
薬
物
専
門
検
察
官
を
配
置
で
き
な
い
場
合
に
は
、
薬
物
治
療
専
門
医
（
常
勤
・
非
常
勤
を
問
わ
な

い
）
等
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
し
、
類
似
の
施
策
は
既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
シ
ス

テ
ム
を
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
23
）

。

第
三
段
階
で
は
、
公
判
廷
に
お
い
て
、
被
告
人
み
ず
か
ら
が
、
不
法
な
薬
物
使
用
等
を
認
め
、
専
門
病
院
に
よ
る
治
療
や
自
助
グ
ル
ー

プ
へ
の
参
加
が
可
能
な
入
寮
施
設
で
共
同
生
活
を
行
な
う
こ
と
を
求
め
た
場
合
に
は
、
保
護
観
察
付
執
行
猶
予
（
全
部
執
行
猶
予
）
に
付

す
こ
と
を
刑
法
犯
を
犯
し
て
い
な
い
こ
と
を
条
件
と
し
て
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
保
護
観
察

官
は
、
医
療
観
察
制
度
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
担
当
す
る
社
会
復
帰
調
整
官
（
24
）

と
同
様
の
資
質
を
有
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

な
お
、
公
判
で
は
、
担
当
医
師
や
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
作
成
し
た
「
治
療
計
画
書
」
を
提
出
し
、
必
要
に
応
じ
て
書
面
を
作
成
し
た
医

（
六
一
〇
）



薬
物
犯
罪
者
に
対
す
る
再
犯
防
止
策
の
課
題
に
つ
い
て
（
尾
田
）

二
四
三

師
等
の
証
言
を
求
め
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

第
四
の
段
階
で
は
、
矯
正
と
保
護
の
有
機
的
連
携
に
よ
る
対
応
が
求
め
ら
れ
、
矯
正
施
設
に
社
会
福
祉
及
び
医
療
福
祉
に
関
す
る
地
域

社
会
で
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構
築
に
精
通
し
た
経
験
豊
富
な
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
既
に

「
薬
物
依
存
の
あ
る
刑
務
所
出
所
者
等
の
支
援
に
関
す
る
地
域
連
携
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
策
定
さ
れ
、
前
掲
図
6
の
様
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
、
保
護
観
察
所
に
お
い
て
も
、
平
成
二
八
年
一
二
月
に
制
定
さ
れ
た
「
再
犯
の
防
止
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
を
受
け
て
、「
再

犯
防
止
推
進
計
画
」
が
策
定
さ
れ
て
る
が
、
こ
の
中
で
「
保
護
観
察
所
に
お
け
る
福
祉
的
支
援
や
更
生
緊
急
保
護
を
担
当
す
る
保
護
観
察

官
の
配
置
を
充
実
強
化
し
、
入
口
支
援
が
必
要
な
者
に
対
す
る
適
切
な
支
援
が
行
わ
れ
る
体
制
を
確
保
す
る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
一
部

の
保
護
観
察
所
に
「
特
別
支
援
ユ
ニ
ッ
ト
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
起
訴
猶
予
者
に
対
す
る
対
応
と
し
て
は
、
平
成
三
〇
年
度
か
ら
始
ま

る
「
地
域
再
犯
防
止
推
進
モ
デ
ル
事
業
」
を
通
し
た
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携
、
保
護
観
察
官
に
よ
る
継
続
的
な
指
導
が
そ
の
内
容
と

な
っ
て
い
る
（
26
）

。
こ
の
事
業
に
関
し
て
、
そ
の
コ
ア
・
パ
ー
ソ
ン
が
保
護
観
察
官
と
な
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
実
働
可
能
保
護
観
察
官

が
全
国
に
八
〇
〇
名
程
度
し
か
い
な
い
こ
と
か
ら
、
医
療
観
察
制
度
に
お
け
る
社
会
復
帰
調
整
官
を
別
途
採
用
資
格
を
明
ら
か
に
し
た
上

で
採
用
試
験
を
経
て
確
保
し
、
研
修
を
施
し
て
全
国
の
保
護
観
察
所
に
配
置
し
た
と
同
様
の
措
置
を
講
じ
て
、
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

事
業
開
始
時
の
人
員
確
保
に
当
た
っ
て
は
、
新
規
採
用
よ
り
は
有
資
格
者
の
中
途
採
用
が
現
実
的
で
あ
ろ
う
。

刑
の
一
部
執
行
猶
予
制
度
が
平
成
二
八
年
六
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
制
度
の
実
効
性
を
担
保
し
得
る
か
否
か
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
中
に
必
要
と
さ
れ
機
関
を
重
畳
的
に
集
め
、
ケ
ー
ス
毎
に
最
適
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
構
築
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
で
き
る
か
に
係
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

従
前
か
ら
、
矯
正
処
遇
や
保
護
観
察
は
国
の
責
務
で
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
地
方
公
共
団
体
や
地
域
社
会
の
各
ユ
ニ
ッ
ト
は
こ
れ

（
六
一
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

二
四
四

を
補
完
す
る
形
で
役
割
分
担
す
れ
ば
良
い
と
の
考
え
方
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
矯
正
・
保
護
の
手
続
は
刑
法
に
お
け
る
責
任
主
義
の
原
則

か
ら
、
責
任
＝
刑
罰
＝
刑
期
（
期
間
）
の
限
界
が
あ
り
、
期
間
の
満
了
を
も
っ
て
強
制
的
な
処
遇
が
で
き
な
い
と
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
考
慮
さ
れ
る
べ
き
は
、
治
療
的
司
法
モ
デ
ル
の
一
つ
で
あ
る
、
薬
物
専
門
裁
判
所
、
い
わ
ゆ
るD

rug C
ourt

の
導
入
と
薬

物
依
存
治
療
・
ケ
ア
ー
専
門
施
設
の
導
入
で
あ
る
。

こ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る
国
の
一
つ
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
は
、
執
行
猶
予
制
度
を
採
用
せ
ず
、
宣
告
猶
予
制
度
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、

裁
判
所
にP

robation D
epartm

ent

が
併
設
さ
れ
、
公
判
前
整
理
手
続
の
一
要
素
と
し
て
の
被
告
人
の
要
保
護
性
（
26
）

・
治
療
と
処
遇
の
必

要
性
等
に
つ
い
て
の
社
会
的
資
料
を
収
集
分
析
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
裁
判
官
の
監
督
の
下
で
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
対
す
る
取
組
が
積
極
的
に
な
さ
れ
、
再
犯
リ
ス
ク
が
軽
減
さ
れ
れ
ば
、
罰
を
科
さ
れ
ず
、
治
療
に
も
繋
が
る
こ
と
か
ら
再
犯
の
防

止
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
運
用
さ
れ
効
果
を
挙
げ
て
い
る
。
何
よ
り
も
、
被
告
人
に
対
す
る
心
理
強
制
の
み
な
ら
ず
、

実
質
的
な
刑
罰
を
担
保
と
す
る
強
制
力
が
期
待
し
得
る
点
で
優
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

我
が
国
に
お
い
て
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
運
用
す
る
た
め
に
は
、
薬
物
専
門
検
察
官
、
薬
物
専
門
裁
判
官
、
薬
物
専
門
裁
判
所
調
査
官
、
裁

判
所
管
轄
の
収
容
施
設
、
薬
物
治
療
専
門
病
院
、
ケ
ア
ー
専
門
施
設
、
そ
の
他
外
部
の
専
門
機
関
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と
、
地
域

処
遇
会
議
の
設
置
が
求
め
ら
れ
る
。

薬
物
依
存
の
進
行
の
度
合
い
に
よ
っ
て
は
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
精
神
病
院
、
薬
物
依
存
症
専
門
外
来
の
あ
る
病
院
・
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
現
在
、
全
国
に
一
五
七
件
）
と
の
連
携
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
場
合
の
専
門
的
処
遇
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
構

築
と
運
用
は
、
薬
物
専
門
裁
判
所
の
担
当
裁
判
官
の
指
揮
の
下
、
薬
物
専
門
裁
判
所
調
査
官
が
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
。

薬
物
事
犯
以
外
に
刑
法
犯
を
犯
し
て
い
る
者
は
、
原
則
と
し
て
こ
の
薬
物
専
門
裁
判
所
手
続
の
対
象
に
は
含
め
な
い
。 （

六
一
二
）



薬
物
犯
罪
者
に
対
す
る
再
犯
防
止
策
の
課
題
に
つ
い
て
（
尾
田
）

二
四
五

と
こ
ろ
で
、
厚
生
労
働
省
に
は
、『
薬
物
依
存
者
・
高
齢
犯
罪
者
等
の
再
犯
防
止
緊
急
対
策　

〜
立
ち
直
り
に
向
け
た
〝
息
の
長
い
〞

支
援
に
つ
な
げ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
〜
（
平
成
二
八
年
七
月
一
二
日
・
犯
罪
対
策
閣
僚
会
議
決
定
）』
の
中
で
、
薬
物
依
存
症
の
治
療
拠
点
と

な
る
医
療
機
関
の
全
国
的
な
整
備
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
①
か
ら
③
の
項
目
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

①
モ
デ
ル
的
に
実
施
し
て
い
る
依
存
症
治
療
拠
点
機
関
に
お
け
る
成
果
を
も
と
に
、
薬
物
依
存
症
の
治
療
拠
点
と
な
る
医
療
機
関
の
全
国

的
な
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
全
国
拠
点
機
関
を
中
心
と
し
た
調
査
研
究
を
推
進
す
る
。

②
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
や
関
連
学
会
に
お
け
る
研
修
を
通
じ
、
認
知
行
動
療
法
の
手
法
を
用
い
た

回
復
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
こ
と
の
で
き
る
医
療
従
事
者
を
増
や
す
と
と
も
に
、
各
自
治
体
の
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
そ
の
普
及
を
図
る
。

③
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
保
健
所
に
よ
る
相
談
支
援
、
依
存
症
回
復
施
設
職
員
に
対
す
る
研
修
や
、
家
族
向
け
の
心
理
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
依
存
症
に
関
す
る
普
及
啓
発
を
始
め
と
し
た
依
存
症
者
の
生
活
を
支
え
る
支
援
を
行
う
。

こ
の
点
は
、
薬
物
専
門
裁
判
所
を
中
核
と
し
た
治
療
的
司
法
の
運
用
面
で
も
指
摘
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
可
及
的
速
や
か
に
関
係
機
関

の
緊
密
な
連
携
と
、
必
要
な
要
員
の
育
成
と
確
保
に
努
め
つ
つ
、
先
ず
は
、
現
行
の
刑
事
司
法
制
度
と
の
調
和
の
下
で
、
相
互
補
完
的
な

制
度
運
営
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

ま
た
、
治
療
的
司
法
で
は
、
限
界
が
あ
る
矯
正
・
保
護
処
遇
後
の
再
犯
リ
ス
ク
軽
減
に
向
け
た
地
域
と
の
連
携
を
踏
ま
え
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
施
行
が
容
易
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
今
後
も
継
続
的
な
研
究
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
六
一
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

二
四
六

（
1
） 

我
が
国
の
薬
物
乱
用
防
止
対
策
は
、
昭
和
二
〇
年
代
後
半
、
五
〇
年
代
後
半
に
続
く
第
三
次
覚
せ
い
剤
乱
用
期
の
到
来
を
受
け
、
平
成
九
年
一

月
一
七
日
の
閣
議
決
定
を
受
け
、
首
相
官
邸
に
関
係
省
庁
か
ら
な
る
薬
物
乱
用
対
策
推
進
本
部
が
設
置
さ
れ
、
平
成
九
年
四
月
に
『
薬
物
乱
用
対
策

推
進
要
綱
』
が
決
定
さ
れ
、
次
い
で
平
成
一
〇
年
五
月
に
『
薬
物
乱
用
防
止
五
か
戦
略
』
が
、
平
成
一
五
年
に
は
『
第
二
次
五
カ
年
戦
略
』、
平
成

二
〇
年
八
月
の
『
第
三
次
五
か
年
戦
略
』、
そ
し
て
平
成
二
五
年
八
月
の
『
第
四
次
薬
物
乱
用
防
止
五
か
年
戦
略
』
が
策
定
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
第
四
次
戦
略
の
概
要
と
主
な
施
策
に
つ
い
て
は
、
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
（http://w

w
w
8.cao.go.jp/souki/drug/pdf/know

/4_5strategy_

sum
m
ary.pdf

）
に
詳
し
い
が
、
特
に
覚
醒
剤
の
再
犯
者
が
約
六
割
を
占
め
て
依
然
と
し
て
問
題
で
あ
る
こ
と
、
合
法
ハ
ー
ブ
等
と
称
し
て
販
売
さ

れ
る
薬
物
等
、
新
た
な
乱
用
薬
物
へ
の
対
応
の
必
要
が
あ
る
こ
と
、
薬
物
依
存
に
至
っ
た
者
の
再
犯
防
止
を
図
る
た
め
の
対
策
と
し
て
、
平
成
二
五

年
六
月
に
刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
制
度
を
導
入
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
新
た
な
戦
略
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

平
成
二
八
年
七
月
一
二
日
に
開
催
さ
れ
た
犯
罪
対
策
閣
僚
会
議
で
は
、「
薬
物
依
存
者
・
高
齢
犯
罪
者
等
の
再
犯
防
止
緊
急
対
策
〜
立
ち
直
り
に
向

け
た
〝
息
の
長
い
〞
支
援
に
繋
げ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
〜
」
が
決
定
さ
れ
、
関
係
省
庁
で
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。http://w

w
w
.

m
oj.go.jp/hisho/seisakuhyouka/hisho04_00048.htm

l

（
2
） 

一
九
七
六
年
に
の
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
ア
ヘ
ン
法
（
一
九
一
九
年
制
定
）
を
改
正
し
、
個
人
使
用
に
お
け
る
ソ
フ
ト
ド
ラ
ッ
グ
の
所
持
や
使
用
が

許
容
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
完
全
な
自
由
化
で
は
な
く
、
例
え
ば
医
師
の
処
方
箋
に
よ
っ
て
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
購
入
す

る
こ
と
が
三
〇
ｇ
を
上
限
に
認
め
ら
れ
、
一
九
七
九
年
に
は
五
ｇ
未
満
で
あ
れ
ば
、
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で
も
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

他
の
国
と
し
て
は
、
個
人
栽
培
／
所
持
／
使
用
が
容
認
さ
れ
て
る
国
は
ベ
ル
ギ
ー
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
過
ぎ
な
い
。

（
3
） 

耐
性
と
は
、
依
存
性
薬
物
が
効
か
な
く
な
り
、
連
用
の
結
果
、
同
じ
効
果
を
得
る
の
に
量
を
増
や
さ
な
い
と
い
け
な
く
な
り
、
依
存
が
進
行
す

る
こ
と
に
繋
が
る
。
一
般
に
、
耐
性
は
依
存
の
形
成
の
初
期
の
段
階
で
起
こ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
早
期
に
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

依
存
を
回
避
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
4
） 

ユ
ー
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
改
訂
版
）
第
三
章　

支
援
対
象
者
の
理
解
・
第
二
節　

若
者
の
抱
え
る
問
題
（
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

ニ
ー
ズ
を
持
つ
若
者
の
理
解
の
た
め
に
）・
三　

薬
物
依
存
（
麻
薬
、
覚
せ
い
剤
、
向
精
神
薬
、
ア
ル
コ
ー
ル
等
）http://w

w
w
8.cao.go.jp/

youth/kenkyu/h19-2/htm
l/ua_m

kj.htm
l#container

（
六
一
四
）



薬
物
犯
罪
者
に
対
す
る
再
犯
防
止
策
の
課
題
に
つ
い
て
（
尾
田
）

二
四
七

（
5
） 

罪
名
別
に
薬
物
中
毒
被
疑
者
の
状
況
を
分
析
し
た
デ
ー
タ
は
、
昭
和
五
四
年
か
ら
五
六
年
に
か
け
て
、
警
察
庁
保
安
部
（
平
成
六
年
に
刑
事
局

保
安
部
か
ら
生
活
安
全
局
に
組
織
変
更
が
行
わ
れ
た
）
が
ま
と
め
た
資
料
が
、
昭
和
五
七
年
版
で
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
薬
理
作
用
に
よ
る

も
の
が
五
六
年
に
は
、
四
二
四
件
（
六
一
・
七
％
）、
入
手
目
的
に
よ
る
も
の
が
二
三
〇
件
（
三
三
・
五
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
薬
理
作
用
に
よ
る
も

の
で
は
、
殺
人
が
九
一
・
七
％
、
傷
害
・
暴
行
が
九
五
・
九
％
、
放
火
・
器
物
損
壊
が
一
〇
〇
・
〇
％
と
高
く
、
入
手
目
的
に
よ
る
も
の
と
し
て
は
窃

盗
が
八
一
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
覚
醒
剤
の
被
疑
者
に
限
っ
て
み
る
と
、
全
体
で
は
七
四
％
、
殺
人
が
八
〇
％
、
強
盗
・
窃
盗
が

一
〇
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。

（
6
） 

フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
バ
ッ
ク
と
は
、
薬
物
の
継
続
的
な
摂
取
を
中
断
し
た
後
、
心
理
的
な
ス
ト
レ
ス
、
睡
眠
不
足
、
飲
酒
、
カ
メ
ラ
の
ス
ト
ロ
ボ
発

光
、
道
路
工
事
の
削
岩
機
の
音
、
他
の
薬
物
の
乱
用
等
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
突
然
、
慢
性
中
毒
と
同
様
の
症
状
が
現
れ
る
こ
と
を
い
う
。
薬
物
の

使
用
を
中
止
し
た
時
の
状
態
を
保
持
し
た
ま
ま
、
薬
物
摂
取
が
始
ま
る
こ
と
に
な
り
（
ゼ
ロ
か
ら
改
め
て
始
ま
る
の
で
は
な
い
の
で
）、
そ
の
リ
ス

ク
は
高
く
な
る
。

（
7
） 

「
薬
物
使
用
等
の
罪
を
犯
し
た
者
に
対
す
る
刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
に
関
す
る
法
律
（
平
成
25
年
6
月
19
日
／
法
律
第
50
号
・
施
行
、
平
28
年

6
月
1
日
）」

第
四
条
（
刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
中
の
保
護
観
察
の
特
則
）

前
条
に
規
定
す
る
者
に
刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
の
言
渡
し
を
す
る
と
き
は
、
刑
法
第
二
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
猶
予
の
期

間
中
保
護
観
察
に
付
す
る
。

保
護
観
察
に
お
け
る
取
り
組
み
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
法
務
省
保
護
局
の
資
料
（
図
3
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
今
福
章
二
「
更
生
保
護
と

刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
」
更
生
保
護
研
究
三
号
（
二
〇
一
三
）
二
〇
〜
三
五
頁
は
、
当
時
、
保
護
局
参
事
官
と
し
て
本
制
度
の
導
入
に
関
わ
っ
た
関

係
者
の
視
点
と
し
て
興
味
深
い
。

（
8
） 

刑
法
第
二
七
条
の
二
（
刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
）〔
平
二
五
法
四
九
本
条
追
加
〕

（
9
） 

次
に
掲
げ
る
者
が
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
禁
錮
の
言
渡
し
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
犯
情
の
軽
重
及
び
犯
人
の
境
遇
そ
の
他
の
情
状
を
考
慮

し
て
、
再
び
犯
罪
を
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
か
つ
、
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
一
年
以
上
五
年
以
下
の
期
間
、
そ
の

（
六
一
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

二
四
八

刑
の
一
部
の
執
行
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一　

前
に
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
者

二　

前
に
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
刑
の
全
部
の
執
行
を
猶
予
さ
れ
た
者

三　

前
に
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
執
行
を
終
わ
っ
た
日
又
は
そ
の
執
行
の
免
除
を
得
た
日
か
ら
五
年
以
内
に
禁
錮

以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
者

2　

前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
一
部
の
執
行
を
猶
予
さ
れ
た
刑
に
つ
い
て
は
、
そ
の
う
ち
執
行
が
猶
予
さ
れ
な
か
っ
た
部
分
の
期
間
を
執
行
し
、
当

該
部
分
の
期
間
の
執
行
を
終
わ
っ
た
日
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
、
そ
の
猶
予
の
期
間
を
起
算
す
る
。

3　

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
刑
の
う
ち
執
行
が
猶
予
さ
れ
な
か
っ
た
部
分
の
期
間
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と

が
な
く
な
っ
た
時
に
お
い
て
他
に
執
行
す
べ
き
懲
役
又
は
禁
錮
が
あ
る
と
き
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
猶
予
の
期
間
は
、
そ
の
執
行
す
べ
き
懲

役
若
し
く
は
禁
錮
の
執
行
を
終
わ
っ
た
日
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
す
る
。

（
10
） 

更
生
保
護
法
四
〇
条
は
、
仮
釈
放
中
は
保
護
観
察
に
付
さ
れ
、
一
般
遵
守
事
項
（
五
〇
条
）
と
特
別
遵
守
事
項
（
五
一
条
）
が
、
そ
し
て
、
薬

物
事
犯
者
に
対
し
て
は
「
特
別
遵
守
事
項
の
特
則
（
51
条
の
2
）」
に
よ
り
必
要
的
な
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
が
課
さ
れ
て
い
る
（
五
七
条
）。

薬
物
事
犯
者
に
対
す
る
特
別
な
指
導
方
法
に
関
し
て
は
六
五
条
の
三
・
四
に
規
定
が
な
さ
れ
て
お
り
、
医
療
と
福
祉
を
含
め
た
包
括
的
な
指
導
援

助
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
仮
釈
放
の
取
消
（
七
五
条
）
が
な
さ
れ
な
い
限
り
は
、
刑
期
の
満
了
を
以
て
保
護
観
察
は
終
了
す
る
。

（
11
） 

「
受
刑
者
の
各
種
指
導
に
関
す
る
訓
令
5
条
2
項
」、「
受
刑
者
の
集
団
編
成
に
関
す
る
訓
令
（
平
成
18
年
5
月
23
日
矯
正
訓
3
3
1
4
号
）
4

条
」
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
個
別
の
処
遇
指
標
を
定
め
、
受
刑
者
一
人
一
人
に
該
当
す
る
指
導
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
薬
物
事
犯
者
に
対
し

て
は
、
薬
物
依
存
離
脱
指
導
対
象
と
さ
れ
た
者
に
は
「
Ｒ
1
」
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

（
12
） 

覚
醒
剤
事
犯
等
の
薬
物
に
対
す
る
依
存
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
受
刑
者
に
対
し
て
は
、
特
別
改
善
指
導
の
一
類
型
と
し
て
薬
物
依
存
離
脱
指
導

が
実
施
さ
れ
て
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、「
改
善
指
導
の
標
準
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
（
平
成
18
年
5
月
23
日
矯
正
訓
3
3
5
0
号
）」
と
い
う
矯
正

局
長
か
ら
の
依
命
通
達
が
出
さ
れ
、
指
導
項
目
・
指
導
方
法
・
指
導
時
間
数
・
指
導
期
間
・
指
導
に
当
た
り
配
慮
す
べ
き
事
項
等
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
13
） 

処
遇
指
標
の
判
定
基
準
は
、「
受
刑
者
の
集
団
編
成
に
関
す
る
訓
令
の
運
用
に
つ
い
て
（
平
成
18
年
5
月
23
日
矯
正
訓
3
3
1
5
号
）」
で
示
さ

（
六
一
六
）



薬
物
犯
罪
者
に
対
す
る
再
犯
防
止
策
の
課
題
に
つ
い
て
（
尾
田
）

二
四
九

れ
て
い
る
が
、
Ａ
指
標
受
刑
者
は
、
①
児
童
自
立
支
援
施
設
又
は
少
年
院
の
収
容
歴
が
一
回
以
内
で
、
か
つ
、
受
刑
の
た
め
に
刑
事
施
設
等
に
入
所

し
た
こ
と
が
な
い
こ
と
、
②
最
近
一
年
以
内
に
著
し
い
薬
物
等
の
依
存
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
等
が
要
件
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
他
の
者
は
Ｂ
指

標
受
刑
者
に
分
類
・
収
容
さ
れ
て
い
る
。

（
14
） 
詳
細
は
、
第
七
編
再
犯
防
止
施
策
の
充
実
・
第
三
章
窃
盗
・
覚
せ
い
剤
事
犯
に
係
る
再
犯
の
実
態
第
二
節
受
刑
者
と
再
犯
一
調
査
の
概
要
、
及

び
第
五
章
お
わ
り
に
、
を
参
照

（
15
） 

ダ
ル
ク
（
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｃ
：
覚
せ
い
剤
等
の
薬
物
か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持
つ
民
間
の
薬
物
依
存
症
リ
ハ
ビ
リ
施
設
）
や 

ナ
ル

コ
テ
ィ
ク
ス
・
ア
ノ
ニ
マ
ス
（
Ｎ
Ａ
：
薬
物
依
存
症
か
ら
の
回
復
を
目
指
す
人
た
ち
の
た
め
の
自
助
グ
ル
ー
プ
）
と
連
携
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
派
遣
を

受
け
て
指
導
が
な
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
ダ
ル
ク
に
は
収
容
施
設
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
仮
釈
放
後
に
帰
住
先
と
し
て
受
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
。

そ
の
他
、
具
体
的
な
処
遇
内
容
の
現
状
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
赤
塚
康
「（
参
考
資
料
）
刑
事
施
設
に
お
け
る
薬
物
依
存
離
脱
指

導
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
状
況
及
び
展
望
」（
中
央
研
究
所
紀
要 

第
一
六
号
五
七
〜
七
四
頁 2006.12.15

）

（
16
） 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
は
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
参
照http://w

w
w
.m
oj.go.jp/content/001224610.pd

（
17
） 

平
成
二
七
年
一
一
月
一
九
日
に
、
法
務
省
保
護
局
長
・
矯
正
局
長
、
及
び
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
障
害
保
健
福
祉
部
長
名
で
、
法
務
省
保

観
第
一
一
九
号
・
障
発
第
一
一
一
九
第
一
号
が
、
都
道
府
県
知
事
・
指
定
都
市
市
長
・
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
・
各
矯
正
管
区
長
・
保
護
観

察
所
長
・
矯
正
施
設
長
・
そ
の
他
関
係
法
人
等
の
長
宛
に
出
さ
れ
て
い
る
。http://w

w
w
.m
hlw
.go.jp/fi le/06-S

eisakujouhou-12200000-S
ha

kaiengokyokushougaihokenfukushibu/0000117891.pdf

（
18
） 

更
生
保
護
法
第
三
章
「
保
護
観
察
」
第
一
節
の
二
「
規
制
薬
物
等
に
対
す
る
依
存
が
あ
る
保
護
観
察
対
象
者
に
関
す
る
特
則
」
六
五
条
の
二

（
実
施
方
法
）、
三
（
指
導
監
督
の
方
法
）、
四
（
病
院
・
公
共
の
衛
生
福
祉
に
関
す
る
機
関
等
と
の
連
携
）
に
つ
い
て
、
詳
細
に
規
定
し
て
い
る
。

（
19
） 

刑
事
事
件
に
お
い
て
、
裁
判
官
が
刑
の
量
定
を
行
う
に
際
し
て
、
量
刑
の
適
正
図
る
た
め
に
、
裁
判
所
の
補
助
機
関
に
刑
の
量
定
に
関
係
の
あ

る
被
告
人
の
素
質
と
環
境
面
に
つ
い
て
科
学
的
調
査
を
さ
せ
、
こ
れ
を
参
考
に
す
る
制
度
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
宣
告
猶
予
制
度
を
採
用
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
裁
判
所
にP

robation D
epartm

ent

が
併
設
さ
れ
、P

robation O
ffi  cer

が
配
置
さ
れ
、
運
用
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
で
は
、
家
庭
裁

（
六
一
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

二
五
〇

判
所
に
配
属
さ
れ
少
年
審
判
に
お
い
て
要
保
護
性
に
係
る
調
査
及
び
試
験
観
察
の
運
用
を
行
っ
て
い
る
、
家
庭
裁
判
所
調
査
官
の
機
能
が
ま
さ
に
こ

れ
に
該
当
す
る
。
導
入
に
関
し
て
は
検
討
す
べ
き
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
わ
が
国
で
は
ま
だ
法
制
化
さ
れ
て
い
な
い
。
詳
細
は
、『
量
刑
実
務
大

系　

第
3
巻　

一
般
情
状
等
に
関
す
る
諸
問
題
』
の
第
一
五　

情
状
鑑
定
一
「
判
決
前
調
査
制
度
（presentence investigation

）
の
導
入
論
」

参
照
（2011/10/24

）
大
阪
刑
事
実
務
研
究
会
編
、
判
例
タ
イ
ム
ス
社
刊

（
20
） 

こ
の
制
度
は
、
一
九
八
九
年
に
マ
イ
ア
ミ
市
で
始
ま
り
、Drug C
ourts fl yer on resources supported by B

JA
, O
JJD
P
 and N

IJ 

（pdf, 

2 pages

）.

に
よ
る
と
、
二
〇
一
五
年
六
月
現
在
、
全
米
で
三
、一
四
二
のD

rug C
ourt

が
有
り
、
内A

dult

対
象
は
一
、五
五
八
、Juvenile

対
象

は
四
〇
九
箇
所
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。D

rug C
ourt

終
了
者
の
再
犯
率
は
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
な
か
っ
た
者
の
約
三
分
の
一
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。
筆
者
は
、
二
〇
〇
一
年
三
月
か
ら
九
月
一
五
日
ま
で
、C

alifornia

大
学H

astings C
ollege of L

aw

に
留
学
し
た
際
、S

an F
rancisco 

Juvenile C
ourt

に
あ
るD

rug C
ourt

の
参
与
観
察
を
約
四
か
月
行
っ
た
。D

rug C
ourt

に
関
す
る
も
の
と
し
て
石
塚
伸
一
編
『
日
本
版
ド
ラ
ッ

グ
コ
ー
ト
』（
二
〇
〇
七
年
五
月
・
日
本
評
論
社
）
が
有
る
。

（
21
） 

治
療
的
司
法
（therapeutic justice
）
は
、
刑
事
司
法
制
度
に
つ
い
て
犯
罪
を
犯
し
た
人
に
対
し
て
「
刑
罰
を
与
え
る
プ
ロ
セ
ス
」
と
見
る

の
で
は
な
く
、
犯
罪
を
犯
し
た
人
が
抱
え
る
「
問
題
の
解
決
を
導
き
、
結
果
的
に
再
犯
防
止
の
プ
ロ
セ
ス
」
と
捉
え
よ
う
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
く

司
法
制
度
の
こ
と
を
言
う
。
欧
米
で
は
、
既
に
運
用
さ
れ
て
い
る
制
度
が
あ
り
、「
問
題
解
決
型
司
法
（problem

 solving court

）」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
薬
物
依
存
症
者
を
対
象
に
し
た
「
ド
ラ
ッ
グ
・
コ
ー
ト
（D

rug C
ourt

）」
や
精
神
障
害
犯
罪
者
を
対
象
に
し
た
「
精
神
障
害
者

コ
ー
ト
（M

ental H
ealth C

ourt

）」、
Ｄ
Ｖ
加
害
者
を
対
象
に
し
た
「
Ｄ
Ｖ
コ
ー
ト
（D

om
estic V

iolence C
ourt

）」
な
ど
が
あ
る
。

（
22
） 

大
麻
及
び
あ
へ
ん
へ
の
依
存
症
者
は
「
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
第
2
条
第
24
項
及
び
第
25
項
」
に
よ
り
「
麻
薬
中
毒
者
」
と
し
て
扱
わ
れ
、

麻
薬
の
依
存
症
者
と
と
も
に
、「
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
第
58
条
2
」
に
お
け
る
「
麻
薬
中
毒
者
」
と
し
て
『
医
師
の
届
出
義
務
』
の
対
象
者

と
な
る
が
、
覚
せ
い
剤
、
有
機
溶
剤
に
関
し
て
は
、
届
出
に
関
す
る
規
定
な
い
。
し
か
し
、
覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
被
告
事
件
（
平
成
一
七
あ

二
〇
二
）
に
お
い
て
、
平
成
一
七
年
七
月
一
九
日
、
最
高
裁
判
所
第
一
小
法
廷
は
、「
医
師
が
、
必
要
な
治
療
又
は
検
査
の
過
程
で
採
取
し
た
患
者

の
尿
か
ら
違
法
な
薬
物
の
成
分
を
検
出
し
た
場
合
に
、
こ
れ
を
捜
査
機
関
に
通
報
す
る
こ
と
は
、
正
当
行
為
と
し
て
許
容
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

医
師
の
守
秘
義
務
に
違
反
し
な
い
。」
と
の
決
定
を
出
し
て
以
降
、
覚
せ
い
剤
に
関
し
て
も
、
義
務
規
定
は
無
い
も
の
の
、
届
出
が
事
実
上
行
わ
れ

（
六
一
八
）



薬
物
犯
罪
者
に
対
す
る
再
犯
防
止
策
の
課
題
に
つ
い
て
（
尾
田
）

二
五
一

て
い
る
。

（
23
） 

起
訴
猶
予
者
に
対
す
る
更
生
緊
急
保
護
の
現
状
と
新
た
な
役
割
を
担
う
た
め
の
制
度
設
計
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
の
で
、
拙
稿
「
刑
事
政
策

に
お
け
る
更
生
緊
急
保
護
の
現
代
的
役
割
に
つ
い
て
（
日
本
法
学
82
巻
2
号
・
2
0
1
6
年
10
月
）」
四
七
九
〜
四
八
六
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
24
） 
医
療
観
察
制
度
の
下
で
、
地
域
社
会
に
お
け
る
処
遇
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
審
判
の
段
階
か
ら
一
貫
し
て

対
象
者
に
関
与
す
る
立
場
に
立
ち
、
保
護
観
察
官
よ
り
や
や
援
助
的
要
素
の
強
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
る
と
い
え
る
。
更
に
、
社
会
復
帰
調
整
官
の
多

く
が
民
間
精
神
科
医
療
機
関
の
Ｐ
Ｓ
Ｗ
な
ど
援
助
側
機
関
で
働
い
た
経
験
を
持
つ
者
が
殆
ど
で
あ
る
。
社
会
復
帰
調
整
官
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
は
、

法
務
書
作
成
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
保
護
局
の
サ
イ
ト
に
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。
例
え
ば
、http://w

w
w
.m
oj.go.jp/content/001261334.pdf

（
25
） 

調
子
康
弘
「
保
護
観
察
所
に
お
け
る
入
口
支
援
に
つ
い
て
」
更
生
保
護
（
二
〇
一
八
・
五
月
号
）
五
七
〜
五
九
頁
、
法
務
省
保
護
局
に
お
い
て

は
「
再
犯
の
防
止
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
を
受
け
て
、「
再
犯
防
止
推
進
計
画
」
が
策
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
関
し
て

は
、
中
島
祐
司
「
再
犯
防
止
推
進
計
画
の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
」
更
生
保
護
（
二
〇
一
七
・
一
一
月
号
）
一
八
〜
二
二
頁
を
参
照
。

（
26
） 

被
告
人
の
再
乱
用
に
繋
が
る
よ
う
な
性
格
的
・
環
境
的
要
因
の
存
否
・
大
小
（
再
乱
用
の
危
険
性
）
等
を
い
う
が
、
具
体
的
に
は
、
家
庭
環
境
、

保
護
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
監
護
能
力
、
交
遊
関
係
、
本
人
の
依
存
性
の
程
度
な
ど
が
対
象
と
な
る
。

（
六
一
九
）
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